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　紙プロジェクト（以下、紙プロ）とは2007年、東洋大学
社会学部社会文化システム学科によりスタートした「紙
の総合学習を通じた地域間連携」プロジェクトである。
文京区の地場産業である、「紙」に焦点を置いている。
生産から流通・回収まで関係している環境問題という側
面から調査する地域環境班と、地場産業の担い手として
の側面から調査する地域誌班の２つのグループによって

構成される。それぞれ、
文京区やその他隣接地区に
おいて、臨地調査（フィールド
ワーク）及びそれに準じた文献調査などを学生主体で行
う。これらのフィールドワークを通じて得られた知見と
考察は、毎年年度末に開催するシンポジウムにて報告す
る。このシンポジウムは紙プロの1年間の集大成であり、
成果の報告のため日夜はげんでいる。他にも年に 1 度
行われる海外フィールドワーク、校外の講師を招いての
講演会の開催など、様々な学生活動が特筆される。

2011年度

目標と活動経過
地域環境班
地域誌班

紙プロ

紙プロジェクト( 　　)とは？



　
　2010 年12 月23 日から26 日にかけて、台湾
にて海外フィールドワークを実施した。教員
5名、学生 10 名の計 15 名が参加した。参加
した学生は「自分たちだけでは絶対に行け
ないような場所に行けるのが魅力」と話す。
紙プロジェクトで公式に海外研修を行なっ
たのは、今回で 3度目となる。

第3回海外研修 in台湾

  「燃えやすいのから
     点けないとダメじゃない」
　台湾のとある廟で、紙銭を
焼く学生達のまなざしは真剣
そのものである。点いては消
える火。不慣れな手つきで、
学生がライターをかざす。真っ
暗な焼き場の空間がパッとオ
レンジ色に輝くと、歓声があ
がった。

　紙文化のテクスト

　台湾フィールドワークの目
的として、「紙銭文化がどのよ
うな脈絡で存在しているかを
理解してもらいたかった」と

植野弘子教授。そこで現在で
も紙銭を手作りしている工場
がある、台北からバスで 1 時
間ほど南に進んだ苗栗縣竹南
鎮という地方を訪れた。台湾
は植野教授の研究フィールド
である。台湾には、紙銭と呼
ばれる、神や祖先・死霊に捧
げる紙の「お金」を焼く文化
がある。ただ、近年、台北市
では環境面への配慮などから
焼く機会・方法に制限がつけ
られている。

  「電子書籍で環境は？　  
「 就活は？彼女はいる？」

　現地の学生との交流も目的
の一つ」と、植野教授は話す。
今回は台北北部の淡水にある、
淡江大学外国語文学院日本語
文学系にて、紙プロジェクト
の活動内容を発表した。発表
後は、「電子書籍の登場で、本
当に環境は良くなるのか」「紙
の本は残るのか」といったテー
マで学生たちと議論を交わし
た。フィールドワーク中は、

ほぼ全行程で、淡江大学院生
5 名が通訳として同行してく
れた。そのうちのひとり、Y
さんは「最初は緊張しました
けど、来てよかったです」と、
話してくれた。
　意気投合した学生は、帰国
後もメール等でやり取りをし
ている。「就活はどうしている
のか」「彼女は居るんですか」
そんな話題も飛び出す。日本
では外国籍の学生と交流する
機会が豊富にあるわけではな
い。それだけに、同年代の台
湾の学生がどんな日常生活を
送っているのか、日本がどん
な風に見られているのかなど、
初めて知ることも多く、刺激
になる。

　この旅の魅力―

　このように、紙プロジェク
トの海外フィールドワークで

は、通常の旅行などではまず
訪れないような場所へ行き、
ふだん話す機会の無いような
人々と交流できると言うこと
が最大の魅力と言えそうだ。
それは各教授陣が築き上げて
きた、オリジナルな人脈によっ
て旅程が組まれているからで
ある。今回は、台湾。2008 年
および 2009 年には、マレーシ
アを舞台にフィールドワーク
を実施した。このときは長津
一史准教授が主導し、やはり
その独自の人脈を活かした
フィールドワークとなった。

(地域誌班　富澤渉 )

【 写 真 解 説 】

▼ 上段  右

右は仲良くなった淡江大学の院

生の 1人。彼はその優しさから

か、「1家に 1人欲しい」と言

われるほどの女子人気。左は現

紙プロ学生リーダー、小高恭平。

▼

下段：左

紙銭はさまざまな願いを持って

焼かれている。近年では減少傾

向にある。

▶ 下段：右

紙プロ学生と教員、そして淡江

大学の院生との集合写真。

本当にお世話になりました！





 地域連携シンポジウム開催!!

紙と生きるひとと地域
ー小石川・東日暮里におけるフィールドワークと対話ー

テーマ：地域誌班     「印刷・製本業を支えるモノは何か」
　　　 地域環境班 「資源回収業社会が形成する地域性」

日時：12月10日 (土)13～17時
場所：東洋大学白山キャンパス


